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1. はじめに 

この度は Analyze232C専用 USBアダプタをお買い上げいただき誠にありがとうございます。 

初期の Analyze232Cは、Windows PCの標準 COMポート 2個を利用して RS-232C回線をモニタするソ
フトウェアでした。当時はユーザ様ご自身で必要な接続ケーブルをご用意いただく必要があり、ハードウェ

アに精通していないソフトウェア技術者の方達には少しハードルの高い RS-232Cラインモニタでした。 

その後、ハードウェアに精通していないソフトウェア技術者の方達にも手軽にご利用頂けるよう

Analyze232C専用ケーブルのご提供が始まります。 
しかし時代の流れと共に COM ポートを実装している PC が少なくなり、今ではほとんどの PC が USB に
置き換わっています。 

そこでご提供を開始したのが、この Analyze232C専用 USBアダプタです。 

Analyze232C専用 USBアダプタには、仮想 COMポート 2個。そして Analyze232C専用ケーブルと同じ
配線をした回路が 1つのケースに納められています。このため、Windows PCに空き USBポートが 1つあ
れば、RS-232C回線を 1回線モニタ出来る様になりました。 

USB を利用するにあたり Analyze232C 専用 USB アダプタのドライバソフトウェアを Windows にインス
トールする必要があります。 

このマニュアルは、Windows XP (32ビットまたは 64ビット)に Analyze232C専用 USBアダプタをインス
トールするためのインストールマニュアルです。 
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2. インストール 

概要 

 Windows XPに管理者権限を持つユーザでログインしてください。 
Analyze232C専用 USBアダプタ(ALZUSB-001)を PCに接続すると、自動的に『新しいハードウェアの検
索ウィザードの開始』が開始されます。そのウィザードの手順を説明します。 

ALZUSB-001には、USBドライバと仮想 COMポートドライバの 2種類のドライバがインストールされま
す。また ALZUSB-001には 2chの COMポートが実装されていますので、2種類×2chの合計 4つのドラ
イバがインストールされます。 

手順 

 

ALZUSB-001 を USB ポートに接続し
てください。 

『新しいハードウェアの検出ウィザー

ド』が起動します。 

『いいえ、今回は接続しません』を選択

して、『次へ』ボタンをクリックします。 

 

『一覧または特定の場所からインス

トールする』を選択して、『次へ』ボタ

ンをクリックします。 
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『次の場所で最適のドライバを検索す

る』を選択します。 

ドライバソフトウェアは、お客様によっ

て保存されている場所が異なります。適

当な選択を行ってください。 

例では、デスクトップに保存したドライ

バソフトウェアを指定するため『次の場

所を含める』を選択して、『参照』ボタ

ンをクリックしています。 

 

お客様の環境にあるドライバソフト

ウェアが保存されている場所を指定し

て OKボタンをクリックします。 

 

『次へ』ボタンをクリックすると、ドラ

イバソフトウェアのインストールが始

まります。 
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インストールが始まると、Windows ロ
ゴテストに関する警告が表示されます。 

内容を確認してから『続行』ボタンをク

リックします。 

 

『完了』ボタンをクリックしてインス

トールを終了します。 

 

次のドライバのインストールウィザー

ドが自動的に開始されます。 

『いいえ、今回は接続しません』を選択

し『次へ』ボタンをクリックします。 
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『一覧または特定の場所からインス

トールする』を選択して『次へ』ボタン

をクリックします。 

 

ドライバソフトウェアは、前回と同じ場

です。何も変更せずに『次へ』ボタンを

クリックするとドライバソフトウェア

のインストールが開始されます。 

 

インストールが始まると、Windows ロ
ゴテストに関する警告が表示されます。 

内容を確認してから『続行』ボタンをク

リックします。 
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『完了』ボタンをクリックしてインス

トールを終了します。 

 

次のドライバのインストールウィザー

ドが自動的に開始されます。 

『いいえ、今回は接続しません』を選択

し『次へ』ボタンをクリックします。 

 

『一覧または特定の場所からインス

トールする』を選択して『次へ』ボタン

をクリックします。 
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ドライバソフトウェアは、前回と同じ場

です。何も変更せずに『次へ』ボタンを

クリックするとドライバソフトウェア

のインストールが開始されます。 

 

インストールが始まると、Windows ロ
ゴテストに関する警告が表示されます。 

内容を確認してから『続行』ボタンをク

リックします。 

 

『完了』ボタンをクリックしてインス

トールを終了します。 
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次のドライバのインストールウィザー

ドが自動的に開始されます。 

『いいえ、今回は接続しません』を選択

し『次へ』ボタンをクリックします。 

 

『一覧または特定の場所からインス

トールする』を選択して『次へ』ボタン

をクリックします。 

 

ドライバソフトウェアは、前回と同じ場

です。何も変更せずに『次へ』ボタンを

クリックするとドライバソフトウェア

のインストールが開始されます。 
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インストールが始まると、Windows ロ
ゴテストに関する警告が表示されます。 

内容を確認してから『続行』ボタンをク

リックします。 

 

『完了』ボタンをクリックしてインス

トールを終了します。 

 

以上でインストールが終了です。 
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3. インストールの確認 

 正常にインストールできたかデバイスドライバを使用して確認する事が出来ます。 

 Windowsのスタートボタンをクリックし、マイコンピュータを『右クリック』するとポップアップメニュー
が表示されます。その後『プロパティ』を選択して『システムのプロパティ』を表示してください。 
ハードウェアタブをクリックすると『デバイスマネージャ』ボタンが表示されますので、クリックしてデバ

イスマネージャを表示します。 

『ポート(COMと LPT)』および『USBコントローラー』を展開してください。 

次の様に 4つのドライバがインストールされていれば正常です。 

 

【注意】 

例ではモニタポートに COM3と COM4が表示されていますが、COMポート番号は、ご利用の PCによっ
て異なる場合があります。 
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4. Analyze232Cの設定 

RS-232Cは、全二重通信です。1回線に送信ラインと受信ラインが独立して設けられており送受信を同時
に行う事が可能です。 

Analyze232C は、2 つの COM ポートを利用して、RS-232C の送信ラインと受信ラインを同時にモニタし
ます。Analyze232Cの COMポート設定では、送信側でオープンした COMポートで送信ライン。受信側で
オープンした COMポートで受信ラインをモニタします。 

インストールされた ALZUSB-001の 2chの仮想 COMポートのどちらが送信側か？受信側か？を調べるに
は、デバイスマネージャーを利用します。 
インストールの確認と同じ手順でデバイスマネージャーを開いてください。 

 

調べたい『モニタポート ALZUSB-001』をクリック選択し、ツールバーの『プロパティ』ボタンをクリッ
クします。 
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モニタポート ALZUSB-001 のプロパティでは、COM のポート番号と受信側または送信側と表示されてい
ます。上記例では、COM3が受信側となっていますので Analyze232Cの COMポート設定では、受信側ポー
トに COM3を選択してください。 

同様に残りのモニタポート ALZUSB-001のプロパティを開いてください。 

 

こちらでは、COM4 が送信側と表示されているので、Analyze232C の COM ポート設定では送信側ポート
に COM4を選択してください。 
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5. アンインストール 

概要 

 アンインストールは、デバイスマネージャーを使用してドライバソフトウェアを全て削除します。 

 インストール時に 2chの COMポートへ 2種類のドライバをインストールしましたので、合計 4つのドラ
イバソフトウェアがインストールされています。 
したがって、アンインストール作業は 4回行います。 

 インストールの確認と同様にデバイスマネージャーを起動してアンインストールを開始してください。 

手順 

 

デバイスマネージャーの『ポート

(COM と LPT)』を展開して『モニタ
ポート ALZUSB-001(COM3)』を選択
し、ツールバーの削除をクリックしま

す。 

COM ポート番号は、ご利用の PC に
よって異なる場合がございます。 

 

削除されるドライバ名称を確認して、

OK ボタンをクリックするとドライバ
がアンインストールされます。 
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次 に 『 モ ニ タ ポ ー ト 
ALZUSB-001(COM4)』を選択し、ツー
ルバーの削除をクリックします。 

COM ポート番号は、ご利用の PC に
よって異なる場合がございます。 

 

削除されるドライバ名称を確認して、

OK ボタンをクリックするとドライバ
がアンインストールされます。 

 

デバイスマネージャーの『USBコント
ローラー』を展開して『ALZUSB-001 
受信側(RS-232C)』を選択し、ツール
バーの削除をクリックします。 
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削除されるドライバ名称を確認して、

OK ボタンをクリックするとドライバ
がアンインストールされます。 

 

『ALZUSB-001 送信側』を選択し、
ツールバーの削除をクリックします。 

 

削除されるドライバ名称を確認して、

OK ボタンをクリックするとドライバ
がアンインストールされます。 

以上で、アンインストールが終了です。 


